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■
国
民
健
康
保
険

　

国
保
の
被
保
険
者
数
と
医
療
費

の
推
移
（
グ
ラ
フ
１
）
を
見
る
と
、

被
保
険
者
数
は
平
成
16
年
度
ま
で

年
々
増
加
し
て
い
ま
し
た
が
、
同

17
年
度
以
降
は
減
少
し
て
お
り
、

同
18
年
度
は
５
万
８
７
９
人
と
前

年
度
と
比
べ
、
６
２
０
人
（
１
・

２
％
）
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
医
療
費
は
同
14
年
度
以

降
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま

し
た
が
、
同
18
年
度
は
、
被
保
険

者
数
の
減
少
に
加
え
、
診
療
報
酬

の
改
定
（
３
・
16
％
減
）
が
行
わ

れ
た
た
め
、
２
４
７
億
９
、３
９

５
万
円
と
前
年
度
と
比
べ
て
４
億

４
５
７
万
円
（
１
・
６
％
）
減
少

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
被
保
険

者
数
の
減
少
率
や
診
療
報
酬
の
改

定
率
に
比
べ
る
と
医
療
費
の
減
少

率
は
低
く
、
今
後
、
さ
ら
な
る
医

療
費
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

■
老
人
保
健

　

老
人
保
健
は
平
成
14
年
10
月
か

ら
、
対
象
年
齢
が
70
歳
以
上
か
ら

75
歳
以
上
へ
と
段
階
的
に
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
受

給
者
数
は
グ
ラ
フ
２
の
と
お
り
、

平
成
14
年
度
は
２
万
２
、０
２
９

人
で
し
た
が
、
同
18
年
度
に
は
１

万
８
、５
７
３
人
と
３
、４
５
６
人

（
15
・
７
％
）減
少
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
医
療
費
（
グ
ラ
フ
２
）

を
見
る
と
、
平
成
14
年
度
は
１
７

７
億
７
、６
８
３
万
円
で
し
た
が
、

受
給
者
数
が
年
々
減
少
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
17
年
度
は

１
８
３
億
６
、７
０
７
万
円
と
５

億
９
、０
２
４
万
円
（
３
・
３
％
）

増
加
。同
18
年
度
は
１
７
５
億
６
、

２
０
５
万
円
で
、
前
年
度
と
比
べ

る
と
８
億
５
０
２
万
円
（
４
・
４

％
）
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
、
１
人
当
た
り
の
医
療
費
（
グ

ラ
フ
３
）
が
前
年
度
と
比
べ
て
ほ

ぼ
横
ば
い
だ
っ
た
た
め
で
す
。
同

19
年
度
は
、
受
給
者
数
が
再
び
増

加
に
転
じ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
医
療
費
の
さ
ら
な
る

増
加
が
考
え
ら
れ
ま
す
。　

　

医
療
費
は
な
ぜ
増
え
続
け
る
の

で
し
ょ
う
か
。
さ
ま
ざ
ま
な
理
由

が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
主
な
も
の

と
し
て
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。

◇
生
活
習
慣
病
患
者
の
増
加

　

治
療
に
長
い
期
間
を
必
要
と
す

る
高
血
圧
や
心
臓
病
、
が
ん
な
ど

の
生
活
習
慣
病
に
か
か
る
人
が
増

え
て
い
ま
す
。

◇
高
齢
社
会
の
進
展

　

高
齢
者
は
医
療
を
受
け
る
機
会

が
多
く
な
る
た
め
、
高
齢
社
会
の

進
展
が
医
療
費
の
増
加
に
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。

◇
医
療
の
進
歩
・
高
度
化

　

新
薬
の
開
発
や
医
療
機
器
の
高

度
化
な
ど
、
医
療
の
進
歩
・
高
度

化
は
目
覚
ま
し
く
、
医
療
費
が
増

え
る
一
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
受
診
の
し
か
た
に
問
題

　

同
じ
病
気
で
医
療
機
関
を
い
く

つ
も
替
え
る
重
複
受
診
は
、
同
様

の
検
査
を
受
け
た
り
、
同
じ
よ
う

な
薬
を
も
ら
っ
た
り
す
る
な
ど
、

む
だ
な
医
療
費
を
増
や
す
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

医
療
費
の
増
加
を
抑
え
る
た
め

に
次
の
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◆
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る

　

生
活
習
慣
病
は
、
自
覚
症
状
が

ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
気
が
付
か

な
い
う
ち
に
進
行
し
て
い
ま
す
。

普
段
か
ら
食
生
活
や
生
活
習
慣
の

改
善
に
心
が
け
、
適
度
な
運
動
を

す
る
な
ど
、
健
康
づ
く
り
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
生
活
習
慣
病
の
早
期
発

見
・
早
期
治
療
の
た
め
に
、
人
間

ド
ッ
ク
や
健
康
診
断
を
受
け
ま
し

ょ
う
。

◆
か
か
り
つ
け
医
や
薬
局
を
決

め
る

　

身
近
で
頼
れ
る
「
か
か
り
つ
け

医
」
を
決
め
ま
し
ょ
う
。
自
分
や

家
族
の
病
歴
を
把
握
し
て
も
ら
っ

た
う
え
で
受
診
で
き
る
の
で
、
適

切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
健
康
管
理
の
相
談
相
手
に
も

な
っ
て
も
ら
え
ま
す
。
ま
た
、
か

か
り
つ
け
薬
局
を
決
め
て
お
く

と
、
内
科
や
外
科
な
ど
複
数
の
病

院
で
受
診
し
た
と
き
な
ど
の
薬
の

重
複
を
な
く
し
、
医
薬
品
に
よ
る

被
害
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
重
複
受
診
を
や
め
る

　

一
つ
の
症
状
で
複
数
の
病
院
に

か
か
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、

病
院
を
替
わ
る
た
び
に
同
様
の
検

査
や
治
療
、
注
射
を
し
た
り
、
薬

を
も
ら
っ
た
り
し
て
い
ま
せ
ん

か
。
こ
の
よ
う
な
「
重
複
受
診
」

は
人
体
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
だ
け

で
な
く
、
む
だ
な
医
療
費
を
増
や

す
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
も

う
一
度
、
病
院
へ
の
か
か
り
方
を

見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
違
う
病
気
の
た
め
、
複

数
の
病
院
で
受
診
し
て
い
る
場
合

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
医
師
に
別
の

病
院
で
受
診
し
て
い
る
こ
と
を
伝

え
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
重
複
・
頻
回
受
診
者

へ
の
訪
問
指
導
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
自
分
の
健
康
に
不

安
が
あ
る
た
め
に
一
つ
の
病
気
で

複
数
の
病
院
に
か
か
っ
て
い
る
人

や
、
毎
日
の
よ
う
に
通
院
し
て
い

る
人
に
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

保
健
師
な
ど
が
訪
問
し
、
自
分
に

あ
っ
た
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
ま
た
、
病
気
に
対
す
る
不
安

を
解
消
で
き
る
よ
う
お
手
伝
い
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
本
庁
・
保
険

年
金
課
国
民
健
康
保
険
係
☎
㉓

１
１
１
１
内
線
１
１
３
３
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

　心臓病や脳卒中、糖尿病などの生活習慣病の発
病にはメタボリックシンドローム（内臓脂肪症候
群）が大きく影響しているといわれます。メタボ
リックシンドロームとは、運動不足や食べ過ぎ、
喫煙など不健康な生活習慣によって、おなかの内
部につく脂肪が過剰にたまっている状態“内臓脂
肪型肥満”と“高血圧・脂質異常・高血糖の中の
２つ以上”が重複した状態をいいます。
　平成20年度から、メタボリックシンドローム
の人やその状態になりかけている人を見つけるこ
とに重点を置いた『特定健康診査・特定保健指
導』が始まります。これは、各医療保険者（国民
健康保険、社会保険、共済組合、組合健康保険な

ど）に実施が義務付けられるもので、40歳から
74歳までの人を対象としています。健診でメタ
ボリックシンドロームの人などを早期発見し、保
健師や管理栄養士、医師などから指導を受けなが
ら、食習慣の改善や運動習慣の定着などを図って
いきます。
　この『特定健康診査・特定保健指導』を受けて
健康を維持することは、増え続ける医療費が抑制
され、国民健康保険など各医療保険の安定した運
営にもつながります。
　なお、『特定健康診査・特定保健指導』の対象
者には各医療保険者から受診の案内があります。
積極的に受診し、生活習慣病を防ぎましょう。

生活習慣病を防ぐために…

医療費の増加を抑えよう！医療費の増加を抑えよう！医療費の増加を抑えよう！
国民健康保険・老人保健

　市が運営する国民健康保険（国保）や老人保健は、皆さんが安心して
医療を受けるための大切な制度です。
　しかし、医療費は増加傾向にあり、国保や老人保健の財政はひっ迫し
た状況になっています。医療費を抑えるためにはどのようにしたらよい
か、皆さんもいっしょに考えてみましょう。
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療
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1,823,169

19,468

1,836,707

18,573
1,756,205

52,000
51,800
51,600
51,400
51,200
51,000
50,800
50,600
50,400
50,200
50,000

平成13 平成14 平成15 平成16 平成17 平成18

2,600,000

2,500,000

2,400,000

2,300,000

2,200,000

2,100,000

2,000,000

1,900,000

（人） （万円）

（年度）

受給者数
医療費

22,500
22,000
21,500
21,000
20,500
20,000
19,500
19,000
18,500
18,000

平成13 平成14 平成15 平成16 平成17 平成18

1,860,000
1,840,000
1,820,000
1,800,000
1,780,000
1,760,000
1,740,000
1,720,000
1,700,000

□国保の被保険者数と医療費の推移ーグラフ1

□老人保健の受給者数と医療費の推移ーグラフ2

医
療
費
は

医
療
費
は

　
　

な
ぜ
増
え
る
の
？

　
　

な
ぜ
増
え
る
の
？

医
療
費
は

　
　

な
ぜ
増
え
る
の
？

医
療
費
の
増
加
を

医
療
費
の
増
加
を

　
　
　

抑
え
る
た
め
に

　
　
　

抑
え
る
た
め
に

医
療
費
の
増
加
を

　
　
　

抑
え
る
た
め
に

1,000,000
（円）

（年度）

１人当たりの医療費

950,000

900,000

850,000

800,000

750,000
平成13 平成14 平成15 平成16 平成17 平成18

□老人保健の受給者１人当たりの医療費の推移ーグラフ３

822,741822,741

806,974806,974

849,340849,340

893,535893,535

943,449943,449 945,569945,569

822,741

806,974

849,340

893,535

943,449 945,569

『特定健康診査・特定保健指導』が始まります『特定健康診査・特定保健指導』が始まります！『特定健康診査・特定保健指導』が始まります『特定健康診査・特定保健指導』が始まります！『特定健康診査・特定保健指導』が始まります！
平成２０年度から


